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t-CarVe®

焼ガスにはCO₂が豊富に含まれてお

り、これまで大気中に放出していた

CO₂を浄化して利用することで、製造や分離に

よって生産したCO₂と比べて安く大量に利用

することができます。タクマのトリジェネでは、

燃焼ガス浄化設備（t-CarVe®：ティー・カー

ブ）によって、燃焼ガス中の各成分を農作物や

作業環境に影響のない濃度まで低減し、CO₂

を豊富に含んだ浄化ガスをグリーンハウスへ

届けます。

タクマが提案する燃焼ガス浄化技術

燃焼ガスを安価に農園に活用できる仕組み
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浄化することで大量のCO2を安価に利用可能

清掃工場（排ガス処理後）
CO2…約10%

燃焼ガス浄化設備
（t-CarVe®）

グリーンハウス
CO2…0.04~0.15%

農作物・作業環境に影響がある成分 影響のない濃度まで除去

浄化ガスのグリーンハウスへの供給

イチゴ栽培における局所施用方式について

POINT

局所施用方式とは、作物の株元や群
落内へCO₂を直接供給する方法で
す。ハウス全体にCO₂を送る全体施
用と比べ、光合成を行う葉の近くに
CO₂を届けるため、供給ロスを抑え
る効果が期待されます。イチゴ栽培
における次世代技術として注目され
ており、町田市での実証実験でも本
方式を採用しました。
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CO…一酸化炭素　NOx…窒素酸化物　HCl…塩化水素（酸性ガス）　SOx…硫黄酸化物（酸性ガス）



t-CarVe®
グリ
ーンハウスへ

バグフィルタ 脱硝装置

各燃焼ガスラインより

薬剤供給装置

CO除去装置

ガス供給ファン ガス冷却装置

NH3

ガス分析計※ ※ガス成分が異常の時は、

　浄化ガスの供給を停止

1 2 3

タクマの燃焼ガス浄化設備（t - C a r Ve ®：ティー・カーブ）

燃焼ガスを浄化して農業利用する装置
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アンモニアを還元剤として
注入して窒素に分解

COや炭化水素類を酸素と
反応させて酸化分解

t - Ca rVe®でできる       つの除去

- C a r Ve®は、これまでにタクマが

培ってきた排ガス処理技術を応用し

て開発したものです。清掃工場の燃焼ガス

には、排ガス処理設備によって十分に低減

されているものの、酸性ガス、一酸化炭素、

窒素酸化物などが微量ながら含まれていま

す。本設備ではこれらの成分を農業利用に

適した水準まで、安定的に低減することが可

能です。特にガス中の各成分は分析計で連

続監視しており、万が一異常があれば速や

かにグリーンハウスへの供給を停止する機

能を備えています。このように安全性にも十

分に配慮した設計により、園芸栽培での利

用を可能としました。また本設備は、すでに

複数のバイオマス発電所に納入した実績

があります。

t

※実証試験の装置規模（6.0×3.4×3.0m）では、14kg/h
のCO2をグリーンハウス（イチゴの栽培ハウス1,500㎡
相当）に供給可能

4

あらかじめコーティングした
薬剤で中和処理、吸着処理

❶酸性ガスなど ❷一酸化炭素など ❸窒素酸化物
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